
京
都
南
部
地
域

行
政
改
革
推
進
会
議

乙
訓
地
域

分
科
会

だ
よ
り

vol.07

み
ん
な
が
暮
ら
し
て
い
く

ま
ち
だ
か
ら

み
ん
な
で
考
え
よ
う

み
ん
な
の
ま
ち
の
将
来
を

秋から冬にかけて、竹林には稲ワラが敷かれ、土入れ
が行われます。土の温度、湿度を保ち、土が硬くなら
ないようにするためです。ひと手間もふた手間もかけ
られて「乙訓たけのこ」は成長します。そして、静か
に春の訪れ、収穫の時を待ちます。

乙
訓
地
域
分
科
会
で
は
、
向
日
市
・
長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
の
自
治
体
合
併
に

つ
い
て
調
査
研
究
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
合

併
の
効
果
や
課
題
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府
内
の
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
も
く
じ
◆

　
　
　  

ま
ち
は
ど
う
変
わ
っ
た
？ 

2

合
併
の
効
果
と
課
題 

4

合
併
し
た
自
治
体
は
、
い
ま 

6

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ
う 

8

活
気
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
つ
く
る 

10

「
平
成
の
合
併
」
の
評
価
と
こ
れ
か
ら 

11

乙
訓
地
域
の
史
跡 

12

特 

集
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図２

図１

図３

１
．合
併
に
至
る
ま
で

　

平
成
11
年
以
来
、
全
国
的
に
市
町
村
合
併
が
積
極
的
に

推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、「
合
併
特
例
法
」

に
基
づ
き
、
平
成
11
年
か
ら
17
年
ま
で
は
手
厚
い
財
政
支

援
措
置
に
よ
り
、平
成
17
年
以
降
は
国
・
都
道
府
県
の
積
極

的
な
関
与
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
平

成
の
合
併
」
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
平
成
16
年
か
ら
1₈
年
の
3
年
間
で
お
よ

そ
5
兆
円
程
度
抑
制
さ
れ
、
そ
れ
以
前
か
ら
あ
っ
た
債
務

や
社
会
福
祉
経
費
の
増
大
な
ど
と
相
ま
っ
て
地
方
財
政
を

大
幅
に
悪
化
さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
財
政

的
な
理
由
で
合
併
を
選
択
す
る
市
町
村
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。２

．合
併
市
町
村
に
見
ら
れ
る
特
徴

　

市
町
村
の
地
域
類
型
別
の
合
併
パ
タ
ー
ン
を
見
た
場

合
、平
地
お
よ
び
中
山
間
の
7
割
が
合
併
し
た
の
に
対
し
、

都
市
部
（
乙
訓
地
域
は
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
）
で
合
併
し

た
の
は
4
割
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
（
図
１
）。

　

旧
市
町
村
の
合
併
前
の
つ
な
が
り
を
見
て
み
る
と
、
一

部
事
務
組
合
や
広
域
市
町
村
圏
な
ど
日
常
生
活
圏
を
基
本

と
す
る
枠
組
み
を
元
に
合
併
し
た
事
例
が
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
行
政
運
営
の
単
位
が
合
併
に
よ
り
住
民
の
日
常
生

活
圏
に
近
づ
い
た
と
言
え
ま
す
（
図
２
）。

まちはどう変わった？

　

前
号
で
、﹁
平
成
の
合
併
﹂
は
一
区
切
り
と
な
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。
今
年
3
月
、
総
務
省
か
ら
、
平

成
の
合
併
に
つ
い
て
現
時
点
で
総
括
し
た
﹁﹃
平
成
の
合
併
﹄
に
つ
い
て
﹂
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
現
時
点
で
の

効
果
や
課
題
、
全
国
で
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

まちはどう変わった？
「平成の合併」を考える
 －総務省「『平成の合併』について」を読む－

特 集

特 集

市町村合併の背景とポイント

３
．平
成
の
合
併
の
評
価

　

現
時
点
で
は
短
期
的
な
影
響
の
分
析
に
止
ま
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
が
、合
併
の
評
価
は
大
き
く
分
か
れ
て
い
ま
す
。

住
民
の
反
応
と
し
て
は
、
相
対
的
に
は
合
併
に
否
定
的
評

価
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。

１．地方分権の推進
　○�地方でできることは地方で
　○�住民に最も身近な市町村について、規模・能力の充実が大切
２．少子高齢化の進展
　○人口減少社会に突入
　○�少子高齢化に対応した、サービス提供・専門スタッフが必要
３．広域的な行政需要が増大
　○�日常生活圏（通勤、通学、買い物など）の拡大に応じた、市
町村の拡大が必要

４．行政改革の推進
　○�極めて厳しい財政状況。国・地方とも、より簡素で効率的な
行財政運営が必要→更なる行政改革の推進

市
町
村
合
併
の
推
進

基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
町
村
の

規
模
・
能
力
の
充
実
、
行
財
政

基
盤
の
強
化
が
必
要
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図４

２
．合
併
の
課
題

︵
１
︶�﹁
役
場
が
遠
く
な
っ
て
不
便
﹂

﹁
中
心
部
だ
け
良
く
な
っ
て
周
辺
部
は
さ
び
れ
た
﹂

︱
︱
周
辺
地
へ
の
対
応

　

支
所
を
単
な
る
窓
口
化
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
旧

市
町
村
地
域
の
活
性
化
や
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
図
る
な
ど
、
支
所
機
能
の
見
直
し
を
通
じ
て
実
質
的
な

対
応
を
行
っ
た
り
、支
所
長
に
一
定
の
権
限
を
付
与
す
る
な

ど
住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
工
夫
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

︵
２
︶�﹁
住
民
の
声
が
届
き
に
く
く
な
っ
た
﹂

︱
︱
住
民
の
声
を
集
め
る

　

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
つ
つ
、
合
併
特
例
区
な
ど
法
制

上
の
仕
組
み
や
、
条
例
に
基
づ
く
仕
組
み
を
旧
市
町
村
単

位
で
設
置
し
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
地
域
の
声

を
で
き
る
だ
け
行
政
に
反
映
す
る
仕
組
み
を
整
備
・
活
用

し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
、
町
内
会
な
ど
に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
新
た

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
を
設
置
し
た
合
併
市
町
村
も
2
割

弱
あ
り
ま
す
。
合
併
を
契
機
に
住
民
が
自
ら
地
域
活
動
を

主
体
的
に
行
う
よ
う
に
な
り
、
行
政
依
存
型
か
ら
住
民
自

立
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
変
化
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い

ま
す
。

︵
３
︶�﹁
使
用
料
・
手
数
料
な
ど
が
合
併
に
伴
っ
て
引
き
上
げ
﹂

︱
︱
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
変
化

　

地
方
を
め
ぐ
る
厳
し
い
財
政
状
況
、
負
担
の
適
正
化
の

観
点
か
ら
、
適
正
な
負
担
水
準
と
す
る
た
め
、
引
き
上
げ

を
行
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
住
民

か
ら
す
れ
ば
負
担
増
が
合
併
へ
の
否
定
的
評
価
の
原
因
の

１
．合
併
の
効
果

︵
１
︶�

専
門
職
員
の
配
置
な
ど
住
民
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の

充
実
・
強
化

︱
︱�

地
方
分
権
の
受
け
皿
と
し
て
の
行
政
体
制
を
整
備

　

約
9
割
の
市
町
村
が
合
併
に
よ
っ
て
組
織
の
専
門
化
や

人
員
増
加
で
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
っ
と
も
充
実
し
た
と
答
え
た
市
町
村
が
多
か
っ
た
の

合
併
の
効
果
と
課
題

まちはどう変わった？特 集

１．�乙訓地域を含む大都市圏では、合併の進捗
率が低く、面積が小さな市町村が数多く存
在しています。高齢化や昭和30、40年代に
整備された公共施設が一斉に更新時期を迎
えることに伴い、これらに伴う財政負担の
急増が大きな課題となります。

２．�大都市圏で合併を選択した場合、一般的に
人口が多いため、旧市町村単位でのまとま
りを維持することができる仕組みを検討す
る必要があります。

大都市圏の市町村が抱える課題

一
つ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

︵
４
︶�﹁
地
元
の
伝
統
文
化
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
﹂

︱
︱
地
域
の
伝
統
・
文
化
の
継
承
と
発
展

　

地
域
の
伝
統
・
文
化
の
保
存
に
取
り
組
む
団
体
な
ど
へ

支
援
す
る
と
と
も
に
、
伝
統
・
文
化
に
対
す
る
研
究
調
査
、

人
材
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
。
町
・
字

名
、
地
域
自
治
区
な
ど
に
旧
地
名
を
残
す
と
い
っ
た
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

３
．こ
れ
か
ら
の
基
礎
自
治
体
の
展
望

合
併
だ
け
で
な
く
市
町
村
の
多
様
な
選
択
で

　

効
率
的
な
行
政
体
制
を
目
指
す
取
り
組
み
は
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
合
併
を
中
心
と
し
た
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
が
課
題
に
適
切
に
対
処

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
今
後
目
指
す
べ
き
方
向
で

す
。

　

具
体
的
に
は
、
広
域
連
携
や
都
道
府
県
に
よ
る
補
完
な

ど
の
多
様
な
選
択
肢
を
用
意
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
村
が
最
も
適
し
た
仕
組
み
を
自
ら
選
択
で
き
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り

　

住
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
組
織
づ
く
り
を
促
進
し
、
地

域
自
治
組
織
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
振
興
を
図
る
こ
と

で
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
域
に
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企

業
の
力
を
結
集
し
、
地
域
で
必
要
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
を
地

域
全
体
で
支
え
て
い
く
仕
組
み
作
り
、
人
材
育
成
が
不
可

欠
で
す
。

が
、「
企
画
財
政
・
総
務
分
野
」
で
、「
保
健
・
福
祉
分
野
」

「
産
業
振
興
分
野
」
が
続
き
ま
す
。

︵
２
︶�

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応

︱
︱
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
社
会
へ
の
備
え

　

少
子
化
対
策
、
高
齢
化
対
策
、
障
が
い
者
福
祉
な
ど
の

福
祉
分
野
に
つ
い
て
は
、
大
部
分
の
合
併
市
町
村
に
お
い

て
、
強
化
さ
れ
た
行
財
政
基
盤
を
活
か
し
拡
充
が
図
ら
れ

て
い
ま
す
。

︵
３
︶�

広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り

︱
︱
日
常
生
活
圏
に
よ
り
近
い
行
政
運
営

　

日
常
生
活
圏
の
広
が
り
に
応
じ
た
ま
ち
づ
く
り
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
公
共
施
設
の
効
率
的
配
置
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
な
ど
、
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

︵
４
︶�

適
正
な
職
員
の
配
置
や
公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
行

財
政
の
効
率
化

︱
︱�

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
の
確
保
を
図
り
つ
つ
職
員
削
減

　

今
回
の
合
併
に
よ
り
市
町
村
の
三
役
・
議
会
議
員
が
約

２
１
、
０
０
０
人
減
少
し
、
年
間
約
１
、
２
０
０
億
円
の

歳
出
削
減
が
図
ら
れ
る
見
込
み
。
10
年
経
過
後
に
は
人
件

費
の
削
減
な
ど
に
よ
り
、
年
間
１
・
８
兆
円
の
効
率
化
が

図
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
（
図
４
）。

淀川の起点となる三川合流付近（大山崎町）
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合
併
し
た
自
治
体
は
、い
ま

兵庫県

たつの市
愛知県

清須市

視
察
レ
ポ
ー
ト

　

兵
庫
県
た
つ
の
市
は
、平
成
17
年
10
月
に
旧
龍た
つ
の野

市
、

旧
新し
ん
ぐ
う宮

町
、
旧
揖い

ぼ
が
わ

保
川
町
、
旧
御み

津つ

町
が
旧
合
併
特
例

法
に
よ
り
新
設
合
併
し
た
自
治
体
で
す
。
人
口
が
８
万

１
３
９
０
人
で
、
面
積
は
２
１
０
・
93
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
６
倍
強
）
で
す
。
議
員
定
数
は
、

１
市
３
町
合
併
直
後
は
63
人
で
し
た
が
、
現
在
は
、
24

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
直
後
の
職
員
数
は
、
１
０

２
２
人
（
旧
龍
野
市
４
１
４
人
、旧
新
宮
町
１
６
３
人
、

旧
揖
保
川
町
１
０
７
人
、旧
御
津
町
２
７
１
人
、旧
揖い
な
ん南

消
防
事
務
組
合
67
人
）
で
し
た
が
、
現
在
は
、
８
８
８

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
合
併
の
経
緯

　

平
成
14
年
７
月
か
ら
揖
保
郡
４
町（
旧
新
宮
町
、旧
揖

保
川
町
、
旧
御
津
町
、
太
子
町
）
の
首
長
に
よ
る
「
揖

　

愛
知
県
清き
よ
す須

市
は
、
平
成
17
年
７
月
に
旧
西に

し
び
わ
じ
ま

枇
杷
島

町
、
旧
清き
よ
す洲

町
、
旧
新し

ん
か
わ川

町
が
旧
合
併
特
例
法
に
よ
り

新
設
合
併
で
清
須
市
と
な
り
、
ま
た
、
平
成
21
年
10
月

１
日
に
旧
春は
る
ひ日

町
と
編
入
合
併
し
た
自
治
体
で
す
。
人

口
が
６
万
５
９
１
１
人
で
、
面
積
は
17
・
32
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
２
分
の
１
）
で
す
。
議
員

定
数
は
、
３
町
合
併
直
後
は
45
人
で
し
た
が
、
現
在
は

24
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
合
併
直
後
の
職
員
数
は
、
５

０
８
人
（
旧
西
枇
杷
島
町
が
１
２
５
人
、
旧
清
洲
町
が

１
５
７
人
、
旧
新
川
町
が
１
３
６
人
、
旧
春
日
町
が
90

人
）
で
し
た
が
、現
在
は
４
７
２
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
合
併
の
経
緯

　

平
成
14
年
に
西
春
日
井
郡
7
町
（
旧
西
枇
杷
島
町
、

旧
清
洲
町
、
旧
新
川
町
、
旧
春
日
町
、
旧
師し
か
つ勝

町
、
旧

西に
し
は
る春

町
、
豊
山
町
）
に
よ
る
合
併
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
も
継
続
的
に
合
併
に
関
す
る
協
議
は
行
わ

れ
、
平
成
15
年
に
旧
西
枇
杷
島
町
、
旧
清
洲
町
、
旧
新

川
町
に
よ
る
合
併
検
討
協
議
会
に
お
け
る
検
討
が
開
始

さ
れ
、
３
町
に
よ
る
合
併
に
至
り
ま
し
た
。
旧
春
日
町

は
、
平
成
17
年
の
新
町
長
就
任
後
、
合
併
に
対
す
る
再

検
討
を
行
い
、
平
成
19
年
に
、
清
須
市
と
合
併
に
向
け

た
調
査
、
協
議
を
開
始
し
、
平
成
21
年
10
月
１
日
に
編

入
合
併
と
い
う
形
で
、
新
清
須
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

●
合
併
に
よ
る
財
政
削
減
や
効
果

　

主
な
取
り
組
み
は
、
内
部
管
理
と
し
て
職
員
の
削
減

や
、
市
民
向
け
の
金
銭
給
付
的
事
業
の
見
直
し
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、公
共
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
と
し
て
、

市
内
に
あ
る
各
公
共
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
耐
震
性
や

劣
化
度
な
ど
現
状
分
析
を
行
い
、平
成
22
年
２
月
に「
公

共
施
設
の
あ
り
方
基
本
方
針
」
と
し
て
定
め
、
そ
れ
に

基
づ
い
た
精
査
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
制
施
行

時
に
は
不
十
分
で
あ
っ
た
、
防
災
組
織
体
制
が
、
合
併

後
に
は
、
市
の
組
織
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
体

制
が
確
立
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
財
源
が
確
保
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
未
整
備
で
あ
っ
た
公
共
下

水
道
も
整
備
が
大
幅
に
進
み
ま
し
た
。

保
郡
合
併
研
究
会
」
に
お
い
て
調
査
研
究
を
始
め
、
平

成
15
年
１
月
に
古
く
か
ら
同
一
の
生
活
圏
で
あ
っ
た
旧

龍
野
市
を
含
め
た
合
併
協
議
会
設
置
準
備
委
員
会
が
発

足
し
、
合
併
協
議
会
設
置
に
向
け
た
協
議
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
平
成
15
年
４
月
に
旧
龍
野
市
、旧
新
宮
町
、

旧
揖
保
川
町
、
旧
御
津
町
に
よ
る
合
併
協
議
会
に
よ
っ

て
、
平
成
17
年
９
月
ま
で
の
間
に
全
29
回
の
会
議
を
重

ね
た
結
果
、
平
成
17
年
10
月
１
日
に
「
た
つ
の
市
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。

●�

た
つ
の
市
の
事
業
と
行
財
政
改
革

の
効
果

　

合
併
後
の
新
た
な
事
業
と
し
て
は
、
合
併
後
南
北
に

広
く
な
っ
た
市
域
を
つ
な
ぐ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業

（
愛
称
さ
く
ら
）、
地
域
間
の
交
流
を
促
進
す
る
市
民
活

動
助
成
の
た
め
の
地
域
振
興
事
業
補
助
金
交
付
事
業
、

防
災
行
政
無
線
の
供
用
開
始
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
合
併

後
の
庁
舎
に
つ
い
て
は
、
旧
龍
野
市
役
所
庁
舎
が
本
庁

と
な
り
、
旧
３
町
の
庁
舎
が
そ
れ
ぞ
れ
総
合
支
所
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。
平
成
17
年
に
は
、
職
員
適
正
化

計
画
を
策
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
き
見
直
し
を
進
め
、
行

財
政
改
革
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合
併
し
た
こ
と

に
よ
り
こ
れ
ま
で
困
難
で
あ
っ
た
事
業
の
推
進
が
可
能

と
な
り
、
幹
線
道
路
の
整
備
や
、
鉄
道
駅
舎
の
改
築
な

ど
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

●
今
後
の
課
題

　

総
合
支
所
方
式
か
ら
本
庁
方
式
へ
の
移
行
の
検
討
、

市
域
に
３
か
所
あ
る
国
民
宿
舎
経
営
の
見
直
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事
業
の
見
直
し
な
ど
の
課
題
が
あ
り

ま
す
が
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、「
ま
ち
づ
く
り
改
革
プ

ラ
ン
」
の
見
直
し
編
を
策
定
し
、
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

●
合
併
に
対
す
る
住
民
意
識

　

住
民
の
合
併
へ
の
意
識
や
関
心
は
、
平
成
14
年
の
西

春
日
井
郡
7
町
に
よ
る
合
併
協
議
か
ら
継
続
的
に
合
併

協
議
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
県
内
の
他
地
域
よ
り
も
高

く
、
意
見
と
し
て
も
合
併
賛
成
が
多
数
を
占
め
て
い
ま

し
た
。
理
由
と
し
て
は
、合
併
す
る
こ
と
に
よ
り
、行
政

基
盤
強
化
に
よ
る
防
災
対
策
強
化
、
高
齢
者
福
祉
の
充

実
、
公
共
下
水
道
整
備
な
ど
を
求
め
る
意
見
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

反
対
意
見
と
し
て
は
、
税
額
の
上
昇
や
給
付
事
業
の

縮
小
な
ど
に
対
す
る
不
安
、
庁
舎
の
統
廃
合
や
行
政
の

ス
リ
ム
化
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
低
下
へ
の
不
安
と
い
っ
た

意
見
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
清
須
市
と
し
て
は
、
こ
う

い
っ
た
意
見
に
対
し
て
、
住
民
説
明
会
な
ど
で
、
税
の

取
り
扱
い
や
給
付
事
業
に
つ
い
て
、
実
例
を
挙
げ
、
わ

か
り
易
く
説
明
し
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
住
民
の
理
解
を
求
め
て
い
き
ま
し
た
。

▲�たつの市役所。旧龍野市役所庁舎を使用しています。
この他、旧新宮町、旧揖保川町、旧御津町の庁舎を
総合支所として活用中です。

▲�聚遠亭（しゅうえんてい）
　�裏千家家元に命名された茶室・楽庵は孝明天皇から
の拝領とされ、龍野公園の一角にあり、大変眺望が
良く、天気のいい日は遠く瀬戸内海を見ることがで
きる、静かで趣のある庭園です。さくら祭の時には
メイン会場となり、大変賑わいます。

▲�清須市役所。福祉部門（清洲庁舎）と建設部門（西枇杷
島庁舎）以外の部署が使用しています。

▲�清洲城模擬天守。平成元年に、旧清洲町100周年を記念して建設さ
れた。平成22年３月にリニューアルオープンし、多くの観光客が
訪れています。
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京 都 府 地 域 力 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

住民参加のまちづくりを考えよう
　住民が自らの住みやすいまちづくりのための活動を行政と協力して行う取り組みは、
京都府内、乙訓地域でも様々な形で広がっています。そうした団体を支援する「京都府
地域力再生プロジェクト」から、いくつかの団体を紹介します。

長
岡
京
市

向
日
市

大
山
崎
町

虐
待
未
然
防
止
の
た
め
の

親
子
支
援
活
動

～
住
民
・
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
親
子
支
援
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
～

向
日
町
富
永
屋
を
核
と
し
た

西
国
街
道
町
並
み
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

乙
訓
水
辺
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

保
健
師
と
し
て
児
童
相
談
所
長
を
務

め
た
代
表
が
、
住
民
の
立
場
で
、
良
好

な
親
子
関
係
を
早
く
築
く
た
め
の
活
動

を
目
指
し
た
い
と
、保
健
師
や
保
育
士
、

管
理
栄
養
士
な
ど
専
門
職
の
仲
間
と
立

ち
上
げ
た
団
体
。
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
が
集
い
交
流
す
る
ス
ペ
ー
ス

「
い
ず
み
の
家
」
で
は
、子
育
て
中
の
親

の
悩
み
に
こ
た
え
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

住
民
や
京
都
府
・
長
岡
京
市
の
行
政

と
と
も
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
稼
働
さ

せ
、
虐
待
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

有
効
な
支
援
方
法
を
検
討
し
、
活
動
を

創
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

向
日
神
社
参
道
前
、
４
０
０
年
前
か

ら
西
国
街
道
沿
い
の
宿
屋
と
し
て
、
昭

和
期
に
は
宴
会
場
と
し
て
乙
訓
の
人
々

の
集
ま
る
場
だ
っ
た
富
永
屋
。
そ
こ
を

　

行
政
・
諸
団
体
・
住
民
に
対
す
る

様
々
な
関
わ
り
の
中
で
、
三
者
が
三
位

一
体
と
な
れ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
を
提
供
し
、
よ
り
多
く
の

住
民
の
方
々
に
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
関

心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
愛
郷
心
を
育

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

例
年
9
月
に
行
わ
れ
る
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
は
、「
竹
い
か
だ
作
り
」、「
竹

馬
作
り
」、「
竹
と
ん
ぼ
づ
く
り
」
な
ど

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
各
種
団
体
・
企
業
の
展
示
な
ど
が

行
わ
れ
、
家
族
み
ん
な
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
ゆ
う

富
永
屋
の
会
・
グ
ル
ー
プ
と
み
じ
ん

社
団
法
人
乙
訓
青
年
会
議
所

「京都府地域力再生プロジェクト」とは？
人と人とがつながった温かい地域社会を築き、京都の新しい魅力・価値の創造や、より質の高い公
共サービスを提供する京都府の実現を目指し、平成19年度から行われています。地域住民が協働し
て自主的に、暮らしやすく魅力的な地域にしようと取り組まれる「地域力再生活動」を京都府と市
町村が連携して応援しています。

核
と
し
て
歴
史
や
文
化
を
語
る
場
を
設

け
て
い
ま
す
。
地
域
住
民
が
地
域
へ
の

愛
着
を
育
み
、
未
来
を
考
え
る
拠
点
と

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

煎
茶
カ
フ
ェ
、
布

う
ち
わ
作
り
、
ヤ
マ

モ
モ
狩
り
な
ど
、
季

節
に
応
じ
た
ユ
ニ
ー

ク
な
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
今
夏
に
は
、
幻

灯
器
で
妖
怪
の
姿
を

映
写
し
、
怪
談
を
聞

く
町
家
講
座
「
妖
怪

の
夕
べ
」
を
開
き
ま

し
た
。
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先生の
お話を聞いて
もっと知りたく
なりました。

まちの将来のこと、
これからも
私たちと一緒に
考えていきましょう。

学生

教授

「
平
成
の
合
併
」の
評
価
と
こ
れ
か
ら

「
平
成
の
合
併
」は
平
成
22
年
3
月
末
ま
で

で
一
区
切
り
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
10
年
あ
ま
り
の
期
間
を
通
し
て
、
住

民
の
意
識
に
ど
の
よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

「平成の合併」の評
価と課題について考
えてみましょう！

はい、
合併のことを
教えてください。

住
民
意
識
の
変
化

合
併
に
関
わ
っ
て
、
多
く
の
住
民
投
票
や

合
併
協
議
会
設
置
に
向
け
た
住
民
発
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
し
、
多
く
の
市
町
村
で
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
経
験
が
、
住
民
が
自
分
た
ち
の

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
大
き
な
き
っ

か
け
と
な
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

今
後
の
市
町
村
行
政
を
め
ぐ
る
課
題
に

は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

合
併
し
た
と
こ
ろ
も
、
そ
う
で
な
い
と
こ

ろ
も
、
少
子
高
齢
化
な
ど
社
会
の
変
化
に

伴
っ
て
、
行
財
政
を
効
率
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
課
題
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
や
り
方
で
す
す
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
も
巻
き
込
ん
で
、
住

民
自
身
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
高

ま
っ
た
住
民
意
識
を
い
か
す
制
度
や
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
ね
。

今
後
も
合
併
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
？

今
後
も
合
併
は
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
に
国
全
体
と
し
て
推
進
し
て
い
く
方
向

で
は
な
く
な
り
そ
う
で
す
。
国
は
、
今
後
は

合
併
や
広
域
連
携
な
ど
多
様
な
選
択
肢
か
ら

市
町
村
自
身
が
選
び
取
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
し
て
い
ま
す
。

望
ま
し
い
行
政
の
あ
り
方
に
つ
い
て
み
ん
な

で
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
僕
も

も
っ
と
勉
強
し
な
く
ち
ゃ
。

活気に満ちた地域社会をつくる
　　　 「地域主権改革」について考える

義務付け・枠付けの見直しと条例制定権の拡大
　これまで国が法令で縛っていた自治体の事務の実施方法を見直すことで、地域の実情に合った行政
サービスを行うことができます。

「地域主権改革」とは

地域主権改革が目指す国のかたち

　地域のことは地域に住む住民が責任を持って決
めることのできる、活気に満ちた地域社会をつ

くっていくことを目指すもの。平成22年6月、「地
域主権戦略大綱」が閣議決定されました。

　「地域主権戦略大綱」では、国から地方に権限や財源を移譲していくために、以下のようなことを順次
法制化していくとしています。

国は、国際社会における国家としての存立にかかわ
るもののほか、地方が担えない事業を担います。

基礎自治体（市町村）は、住民に身近な行政として
広く事業を担います。広域自治体（都道府県など）
は、基礎自治体が担えない事業を担います。

地方 国

基礎自治体への権限移譲
　可能な限り多くの行政事務を住民に最も身近な基
礎自治体（市町村）が担うこととします。
国の出先機関の原則廃止
　出先機関の事務を例外的な場合を除き自治体に移
譲。地域の行政を自治体が自主的・総合的に実施で
きるようにします。
ひも付き補助金の一括交付金化
　国から使い道を限定されて交付される補助金（ひ
も付き補助金）を廃止し、一括交付金にすることで
基本的に地方が自由に使えるようになります。

　その他、地方税財源の充実確保、直轄事業負担金の廃止、地方政府基本法の制定（地方自治法の抜本
見直し）、自治体間連携・道州制の検討、緑の分権改革の推進などが挙げられています。

国と地方のあり方を考える上で、キーワードとなっている
「地域主権」。たびたびニュースなどでも登場する言葉
です。今回はこの「地域主権改革」 について考えてみ
ましょう。
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この印刷物は古紙パルプ配合の再生紙と
大豆油インキで印刷しています。

●�乙訓地域分科会では引き続いて、広く合併についてご意見を集めています。郵便、
電話、ファクス、Webサイトから、いずれでもかまいません。お待ちしています。

皆さまからのご意見をお待ちしています
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編　　集：京都南部地域行政改革推進会議　乙訓地域分科会　http://www.otokuni-cbk.jp/

【連絡先】
向 日 市・企画調整課／ Tel 931-1111　Fax 922-6587　〒617-8665　向日市寺戸町中野20
長岡京市・政策推進課／ Tel 951-2121　Fax 951-5410　〒617-8501　長岡京市開田1-1-1
大山崎町・総　務　課／ Tel 956-2101　Fax 957-1101　〒618-8501　大山崎町円明寺夏目3

乙訓地域の
史跡

長岡京時代に国家の政務や儀式を行った場所
で、現在の国会議事堂のようなところです。中
国の唐時代にあった長安城がモデルといわれ、
東西に4棟ずつ、計８棟ありました。朝堂院公園
は、西側の４番目に中枢施設としてあった�「西
第四堂」と、朝堂院南門の回廊とつながってい
た「翔鸞楼（しょうらんろう）」跡に当たりま
す。平成22年６月に整備が完了したばかりの
きれいな公園です。

朝堂院公園／向日市

859年（貞観元年）に、南都の僧行教によって
創建されました。平安時代後期、時の神官が搾
油器を発明し「荏胡麻油（えごまあぶら）」の製
油が始まり、日本における製油発祥の地とされ
ています。油の専売特許を持ち、油座として栄
えました。江戸時代には「西の日光」と語られ
るほど、広大な敷地と多くの社殿を有していま
したが、幕末の禁門の変で長州藩屯所となり、
多くを戦火で焼失してしまいました。

細川忠興（ただおき）・ガラシャが新婚時
代を過ごした城として知られます。後年
の山崎の合戦では明智光秀がここに本陣
を構えましたが、豊臣秀吉の大軍の前に
落城。鉄砲の時代に対応した先駆的な築
城技術を用いた城で、我が国の城郭史上
でも貴重なものであることが発掘調査で
明らかになりました。現在は公園として
市民の憩いの場になっています。

勝竜寺城公園／長岡京市

離宮八幡宮／大山崎町


